　グループホームゆりはま運営推進会議　報告書　
	事業所名
	認知症対応型共同生活介護 グループホーム ゆりはま

	開 催 日
	令和7年9月24日（水）14:00～14:30（令和7年度 第3回）

	開催場所
	グループホームゆりはま

	出 席 者
	構　成　区　分
	人数
	構　成　区　分
	人数

	
	地域住民の代表
	3名
	
	

	
	地域包括支援センター
	1名
	
	

	事業所

出席者
	グループホームゆりはま 
	1名
	入居者代表
	1名

	
	事務局
	3名
	入居者家族
	１名

	欠席者
	1名


【グループホーム　状況報告】（令和7年9月20日現在）
	利用者の状況
	入 居 者
	１7名　（定員：１８名）

	
	年  　齢
	８1歳～95歳　（平均年齢：87.7歳）

	
	介護度別
R7.9.20時点
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５
	平均介護度

	
	
	7名
	7名
	1名
	2名
	0名
	1.9

	入退居
の状況
	新規利用者
	0名

	
	退  居  者
	1名


平均ご利用期間　約1年7ヶ月　
【行事関連報告】令和7年7月2１日～令和7年9月20日）
	月日
	活動名
	内容
	参加者

	7月23日
	3施設合同日中想定火災避難訓練
	GHゆりはまを火元として、両隣りの施設職員に応援に駆けつけていただく内容。
	利用者18名
職員6名

	8月27日
	水害訓練
	水害による避難において、避難までの準備や避難の際の動きを実際に動いて確認する。
	職員6名

	８月３０日
	GHゆりはま夏祭り
	レクリエーションゲームや夏祭りで食べるようなおやつを食べて夏祭り気分を味わっていただく。
	利用者16名

	９月８日
	絵本の読み聞かせ
	絵本の読み聞かせや体操なども取り入れて脳の活性化を図る。
	利用者17名

	９月１２日
	法話
	上杉住職を招き、仏教の教えなどの話を聞く。
	利用者17名

	９月１３日
	敬老会
	利用者に日々の感謝を伝え、ご家族、職員でお祝いする。
	利用者17名

	９月１５日
	敬老食事会
	ごちそうを食べながら敬老のお祝いする。
	利用者17名


※個人で、家族様と一緒に外出・外食・外泊もされています。また、近くにコンビニができ
たことで、買い物支援にも繋げています。
【研修】（令和7年7月2１日～令和7年9月20日）
	研修名
	内　　　容
	備考

	救命救急講習(AED、心肺蘇生)
	２日間に分けて実施。応急手当の重要性を知り、心肺蘇生やAEDの取り扱いなどの救命手当を身につける。
	ゆりはま職員

	喀痰吸引研修
	医療的ケア（喀痰吸引）実施に関する留意点、ポイントについて実践を通して理解を深める。
	３名

	接遇研修
	外部講師による接遇研修。講義『笑顔と言葉のチカラで自分も周りも幸せに』
	１名

	メンタルヘルス研修
	厚生労働省「こころの耳：働く人のﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ･ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ」「働く方へ」から動画を視聴
	全職員

	階層別研修フレッシュ（初級）
	職務において、責任感・学習意欲を高める事を目的とした研修。
	１名

	意思決定の重要性（認知症を抱えている人の声を理解する）
	介護スキルチェックより「体調や気候に配慮しながら好みの洋服を選んでもらったか？の項目について評価が低かったため、意思決定の重要性を学ぶ
	全職員

	個人防護服着脱トレーニング研修
	個人防護服着脱を実際に行い、手順・手技についてチェックを受ける
	全職員


5．事故報告関係（令和7年7月2１日～令和7年9月20日）　事故7件
	
	件数
	介護度
	年齢
	発生時間
	内容
	対策

	発生月
	1件
	2
	105
	12：20
	左前腕に広範囲に内出血があるのを発見する。
	対策
・ベットからの離床時には車いすをベットに対して90°にセットしておく

・なるべく薄長袖の上着をきて皮膚を保護する

	8月
	4件
	3
	90
	19：20
	裸足で仰向けになり床に倒れているのを発見する。

	対策
・居室環境の見直しを行う。
・居室内に人感センサーを設置し、すぐに対応できるようにする。

	
	
	2
	93
	13：30
	入浴時、右胸に広範囲の皮下出血を発見する。
	対策
後方からの介助中の事故と想定し、深く座ってもらう際に、両脇から手を入れての介助は行わないようにした。

	
	
	2
	93
	3：00
	移乗介助時、バランスを崩し利用者様を抱きかかえたまま職員が尻もちをついてしまった。
	対策
移乗の時、時々、柵を掴んでいる事がある為、確認してから移乗を行う。

	
	
	2
	105
	13：30
	レベル3ナースコールあり訪室すると、「腰が痛い」と本人言われる。病院に通院するも骨には異常なし。

その後、腰の痛み強く、再度、病院に通院し、第三腰椎椎体骨折の診断される。

	対策
・本人のトイレや車椅子へ移乗するタイミングが分かるようにセンサーを設置し、移乗時は見守りや必要により介助を行う

・見守りしやすいように居室変更を行う
・退院前には、骨密度などの状況確認を行い、今後の生活において必要な治療、ケア方法を計画する。

	9月
	2件
	3
	91
	11：40
	レベル3食事介助時、むせ込みあり、同時にお汁での誤嚥発生。初期対応にて意識回復するが、救急搬送し、経過観察の入院となる。
	対策
退院後、ＳＴ評価を行った。トロミを付けることで、再発していない。

	
	
	1
	81
	3：55
	暗い居室内での行動による転倒。
	対策
人感センサーの設置
センサーライトの検討


【感染症発生状況】
・８月１３日に利用者１名、８月１５日に職員１名コロナウィルス感染あり。
【苦情・意見・要望について】
・お褒めの言葉
	誰が
	受付方法
	内容

	なし
	
	


・ご意見、要望
	誰が
	区分
	内容
	対応

	なし
	
	
	


【その他】
【会議での質問・意見など】
	外部から質問・意見
	回答

	事故についてのレベル３とは？
	レベル0～5の6段階で区別し、一番重たいレベル5は死亡に至った事例となる。

	ST評価とは？
	言語聴覚士にて咀嚼・飲み込み状況を確認してもらう。

	避難訓練の課題は？
	外で待機での課題や、具体的な流れについての検討が必要。今月末あずま園火元での避難訓練予定。（年3回）


	8月水害訓練実施内容は？
	避難時の準備品・避難時の流れの確認をする。


・奉仕作業　10/5（日）8：00～2時間程度　集合場所：ゴミ収集場所
予備日10/12
・地域食堂について
11/9（日）松崎元気まつり　　

10/25（土）プレオープン予定　50食・介護相談コーナー予定
チラシの配布の協力をお願いたい。
次回：令和7年度　第4回運営推進会議予定　令和7年11月26日（水）14：00～14：30
